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強制」が最も残酷な「剥き出しの非対称性」を生
み出すと最後に警告している（100頁、強調引用
者）。これは安易に「自発性」の有無で行為者を
評価することの限界を示唆したと読めるが、そう
だとすれば、軍の場合も志願兵制だからといって
「剥き出しの非対称性」に目を瞑るべきではない
だろう。 
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